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第15回糸魚川市教育委員会定例会会議録 

                               （平成29年11月27日） 

 

１ 日時    平成29年11月27日(月) 午前10時から 

 

２ 会場    糸魚川市役所 庁議室 

 

３ 出席委員  教育長      田原 秀夫 

        教育長職務代理者 佐藤 英尊 

        委 員      永野 雅美 

        委 員      楠田 昌樹 

委 員      靏本 修一 

      

４ 欠席委員   なし 

 

５ 委員以外の出席者 

        教育次長兼こども課長  佐々木繁雄 

        こども課    課長補佐 磯野  豊  係 長 林  壮一   

        こども教育課  課 長 山本  修  参 事 石川 清春 

        生涯学習課   課 長 渡辺 孝志  課長補佐 小島 治夫 

        文化振興課   課 長 磯野  茂  課長補佐 木島  勉 

        博物館     館 長 大沢 喜昭 

        書記      こども課主査 仲谷 貴子 

                                     

６ 報告 

報告第 59 号 いじめ・不登校の状況について 

報告第 60 号 各課・機関所管事項について 

報告第 61 号 教育委員会共催・後援事業について 

７ 付議案件 

議案第 82 号 専決処分の報告について 

糸魚川市子ども・子育て会議委員の委嘱について 

議案第 83 号 糸魚川市学校給食運営委員の委嘱の一部変更につい

て 



 - 2 - 

議案第 84 号 糸魚川市学校問題解決支援チーム設置要綱の制定に

ついて 

  

議案第 85 号 平成 29 年度糸魚川市一般会計教育費等補正予算（第

７号）に関する意見の申出について 

 

８ 会議録署名委員の指名  ２番  永野委員 

 

９ 傍聴者         ２名 

 

 

田原教育長 

 

田原教育長 

 

石川参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田原教育長 

佐藤教育長職務代理者 

 

 

 

石川参事 

 

 

 

佐藤教育長職務代理者 

 

靏本委員 

 

 

 これより第15回教育委員会定例会を開催する。 

 

 報告第59号いじめ・不登校の状況について、事務局の説明を求

める。 

 10月中のいじめの認知件数は、小学校、中学校それぞれ１件ず

つで２件であった。学校の教職員の指導により解決に向かってい

る。 

 いじめの対応状況は、先月まで16件であったが今月は21件とな

っている。こちらも学校の教職員などの取組みにより解決に向か

ったことによるものである。 

 内容については記載のとおりである。 

 不登校の状況は、先月から４人増え17人となった。これについ

ても学校が地道に取り組んでいる。家庭訪問を繰り返すことによ

り登校に結びついた事案もある。今後も継続していきたい。 

 今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

 不登校は少し意味合いが違うが、以前は登校することに義務的

な意味合いを持っていたような気がする。現在はともすると安易

に学校を休んでしまっているのではないか。そのような風潮はな

いのか。 

 経験からの話になるが、子どもたちが「学校を休みたい」と言

った時に、「そうだね。休もうか。」という保護者が増えている

ように感じている。簡単に休ませているというようなことはない

と思うが、昔のような状況ではないと思う。 

 不登校の底辺にはそういったきっかけの要素もあるのではない

か。そのような風潮があるとすれば心配である。 

 ひすいルーム、校内の適応指導教室との連携、情報共有はどう

なっているか。情報共有や職員が行き来することによる効果も期

待されるのではないか。 
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山本課長 

 

 

 

靏本委員 

 

山本課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田原教育長 

磯野課長補佐 

石川参事 

小島課長補佐 

木島課長補佐 

小島課長補佐 

大沢館長 

磯野課長 

磯野課長補佐 

田原教育長 

 

田原教育長 

靏本委員 

 

磯野課長補佐 

 

 

 

楠田委員 

山本課長 

佐藤教育長職務代理者 

 情報共有は指導主事も入って行われている。ただ、教育相談員

が適応指導教室の指導にあたるということはしていない。校内の

適応指導教室は指導主事が指導に入る場合もあるが、原則、校内

で対応している。 

 校内での適応指導教室へ通う生徒への学習保障はどのように行

われているか。マンパワーの不足や困り感などを把握しているか。 

 先日もある小学校から学級に入ることができず別室登校してい

る児童に学習保障をしたいと要望があった。補充学習に来てもら

っている支援員を活用することについてアドバイスをしたところ

である。 

 すべての子どもたちにそういったことができているかというと

そうではない現状がある。学校内で空いている教員が対応したり

もしているが、自習になっていることもある。 

 ひすいルームにおいては、教育相談員に学習指導ができる職員

がいるかというと難しい現状もある。 

 別室登校やひすいルームに来ることができる子どもたちだけで

なく、家庭から出てくることができない子どもたちへの学習保障

の仕組みも考えていきたいと思っている。 

 

 第60号各課・機関所管事項について、事務局の説明を求める。 

 こども課所管事項報告 

 こども教育課所管事項報告 

 生涯学習課所管事項報告 

 文化振興課所管事項報告 

 図書館所管事項報告 

 博物館所管事項報告 

 市民会館所管事項報告 

 規則等の制定・改正 

 報告第61号教育委員会共催・後援事業の報告については、記載

のとおりである。 

 今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

 こども課保育係で公立保育所等指導監査とあるが、どのような

ものか。 

 指導監査は県が行うものである。保育を行うには、認可、認可

外を問わず、保育基準が定められている。その基準を満たしてい

るかを書類調査、現地調査によって監査するものである。事務局

も監査に同行して監査を受けるものである。 

 ジオパーク学習交流会の参加校はどのように決めているのか。 

 希望制となっている。最終的には校長が判断することになる。 

 ５歳児発達相談会について感じていることがあれば教えてほし
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磯野課長補佐 

 

 

 

 

 

佐藤教育長職務代理者 

 

 

磯野課長補佐 

 

 

佐藤教育長職務代理者 

 

 

永野委員 

 

磯野課長補佐 

 

 

 

永野委員 

 

 

渡辺課長 

 

 

佐藤教育長職務代理者 

 

 

石川参事 

 

 

 

 

佐藤教育長職務代理者 

 

 

 

い。 

 子どもの発達を心配している保護者が増えていることは間違い

ないところである。大事なのは心配の中身であると思っている。

子どもの成長過程では普通に起こりえる子どもの行動を心配して

相談会に申し込まれる保護者もいる。また、関係者は子どもの発

達を心配しているが、保護者にはそのような認識がないという場

合もある。子どもに対する子育ての感覚の違いを感じている。 

 あまりナーバスになりすぎることもよくないように思う。パン

フレットを作成しているが、子育ての基本が皆さんに行き渡るこ

とが大切だと思う。 

 妊娠期からお父さんやお母さんとのつながりを持っている。誕

生してから４か月までに必ず保健師や助産師が訪問することを行

っている。そういったことを活かして信頼関係を築いていきたい。 

 必要な家庭での幼児への躾が行われればよいが、そういったこ

とが家庭できちんとなされていないと子どもが不幸になってしま

う。これは発達障害とは違う別の意味で問題である。 

 発達相談会は保護者の希望で行うのか。また、保育園の先生の

促しなどもあるか。 

 保護者の希望である。そうは言いながらも、日々、子どもたち

の様子を見ている保育士から保護者に子どもたちの生活の様子を

伝える中で、相談会を促す場合もある。促しても相談会に参加し

てもらえない保護者もいることも確かである。 

 生涯学習課の土曜学習室についてである。利用者が２回、０人

であった。せっかく良い事業であるし、講師の先生もお願いして

あったと思う。残念である。 

 10月28日は糸魚川小学校が学習発表会であったこと、11月11日

は、図書館の休館日と重なったことによるものである。今後、日

程を決める際には、気をつけたい。 

 こども教育課の学力向上研修会についてである。今回は西海小

学校で研修会を行っているが、参加されている先生方の感想はい

かがか。 

 西海小学校では保護者も出席していた。隂山メソッドの効果を

実感している先生が多いが、一部にはちょっと合わないという感

想を出している先生もいる。市としては隂山メソッドを取り入れ

て行くことには変わりがないので、学校で実践してくれていると

思う。 

 総合教育会議の際にも話したが、市として、学校として取り組

んでいる限りは、しっかりと取組みをしなければ実績につながっ

ていかない。その取組みについて疑問視する人がいるとすれば、

その疑問に対して丁寧に説明して、その疑問をなくしていかなけ
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靏本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楠田委員 

 

 

 

 

 

 

 

田原教育長 

 

佐々木次長 

 

 

 

 

 

 

 

田原教育長 

佐藤教育長職務代理者 

田原教育長 

ればならない。市の方針、学力向上への取組みを各学校に改めて

伝えてほしい。 

 こども課の発達相談会、はったつ応援事業講演会についてであ

る。発達相談会は子どもの成長の大事な節目を捉えて行われてお

り、開かれた相談会になっていることを感じている。さらに継続

してほしい。講演会も市長が冒頭にあいさつをされ、みんなで学

ぶ姿勢が表れた良い講演会だったと思う。 

 相談会、講演会などの事業が点ではなく線としてつながってい

ることを感じることができた。 

 ただ、講演会に学校教職員が少なかったように感じる。土曜日

の開催で強制はできないもののもう少し参加者がいてもよかった

のではないか。全国的にも著名な先生の講演を聞ける機会を逃し

てほしくない。 

 もう１点は、こども教育課の不登校保護者の会である。保護者

の皆さんが気軽に参加でき、少しでも不安や悩みを軽減できれば

よいと思う。大いに期待している。より多くの保護者の皆さんに

参加してもらうような取組み、参加できなかった保護者にはおた

よりでその様子をお知らせするといった取組みもよいのではない

か。 

 遠距離通学費補助要綱の改正についてである。補助が受けられ

る子どもが増えることは良いのだが、私の地元では、同じ能生中

学校に通い、同じバス停から乗車するのに、木浦の子どもたちは

対象外、鬼舞の子どもたちは対象となっている。距離要件の緩和

ができるのであれば、こういったところも調べてほしい。子ども

の数も少なくなったので苦情も届かないのかもしれないが、地元

では不満が出る部分である。 

  

 議案第82号専決処分の報告である。糸魚川市子ども・子育て会

議委員の委嘱について、事務局の説明を求める。 

 任期満了に伴う委員委嘱である。委員は18名から15名とした。

委員は子どもの保護者、子ども・子育て支援に関する関係団体や

教育機関及び保育園の職員、学識経験者などで構成されている。 

 ３名の委員の減については、糸魚川、青海、能生の地域審議会

からも１名ずつ委嘱していたが、臨時委員としてであったために、

今回は委嘱しなかったものである。 

 任期は平成29年11月１日から平成31年10月31日までの２年間で

ある。 

 今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

 新任・再任の状況はどうか。 

 暫時休憩とする。 
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田原教育長 

磯野課長補佐 

 

楠田委員 

 

 

磯野課長補佐 

 

 

 

田原教育長 

委員 

田原教育長 

 

 

田原教育長 

 

佐々木次長 

 

 

 

 

 

田原教育長 

委員 

田原教育長 

委員 

田原教育長 

 

 

田原教育長 

 

山本課長 

 

 

 

 

田原教育長 

佐藤教育長職務代理者 

 

 休憩を解き、会議を再開する。 

 牛木委員、小林委員、丸田委員、横澤委員、吉原委員、田鹿委

員が再任である。 

 保護者代表は１年任期がほとんどであり、委嘱任期が２年の場

合にはどのようになるのか。１年でまた違う保護者が委員になる

のか。 

 その団体によっては、ＰＴＡ会長を退いても任期の間、務めて

いただける方もいる。また、１年で別の方に交代する場合もある。

その団体によってであるが、私どもの気持ちとしては同じ方に継

続して委員をお願いしたいという気持ちでいる。 

 それでは採決に入る。議案についてご異議はないか。 

 （「異議なし」の声あり。） 

 異議なしと認め、承認する。 

 原案のとおり承認 

 

 議案第83号糸魚川市学校給食運営委員の委嘱の一部変更につい

て、事務局の説明を求める。 

 ６月の教育委員会で委員委嘱の承認をいただいたところである

が、一部変更をしたいものである。 

 委嘱を解く者は、糸魚川小学校の両川委員で産休に伴う解嘱で

ある。委嘱する者は田沢小学校の権瓶委員である。委嘱期間は本

年12月１日から両川委員の残任期である平成31年６月30日までで

ある。 

 今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

 （「なし」の声あり。） 

 それでは採決に入る。議案についてご異議はないか。 

 （「異議なし」の声あり。） 

 異議なしと認め、承認する。 

 原案のとおり承認 

 

 議案第84号糸魚川市学校問題解決支援チーム設置要綱の制定に

ついて、事務局の説明を求める。 

 いじめ問題専門員会からの調査報告書の提言の中に、学校の問

題を解決するために学校相談員（仮称）を設けることが挙げられ

ていた。それを受け、教育委員会として学校問題解決支援チーム

を設置したいものである。 

 要綱の内容については条文のとおりである。 

 今ほどの説明について、ご質疑はないか。 

 モンスターペアレントと言われるような事象が当市にはある

か。 
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山本課長 

 

 

 

 

靏本委員 

山本課長 

 

田原教育長 

委員 

田原教育長 

 

 

田原教育長 

 

佐々木次長 

山本課長 

磯野課長 

佐藤教育長職務代理者 

 

佐々木次長 

佐藤教育長職務代理者 

林係長 

靏本委員 

 

 

山本課長 

 

 

 

田原教育長 

委員 

田原教育長 

 個別案件については申し上げることはできないが、子どもたち

に関することで保護者と学校の意見が合わないことはある。関係

者と学校とのトラブルもある。すべての問題やトラブルを教職員

だけが抱えることなく、専門的な見地から支援してほしいと考え

ている。 

 組織の中に該当する学校の代表者が入る必要はないのか。 

 支援チームは４名であるが、学校で起こっている事案に対して

弁護士やソーシャルワーカーが助言をしていくことになる。 

 それでは採決に入る。議案についてご異議はないか。 

 （「異議なし」の声あり。） 

 異議なしと認め、承認する。 

 原案のとおり承認 

 

 議案第85号平成29年度糸魚川市一般会計教育費等補正予算（第

７号）に関する意見の申出について、事務局の説明を求める。 

 資料に基づいて説明 

 資料に基づいて説明 

 資料に基づいて説明 

 プールろ過機の転用についてであるが、プールの規模等に対応

しているのか。 

 プールの規模には対応している。 

 浦本小学校、市振小学校での使用年数はどのくらいか。 

 年数まではここでお答えできないが、耐用年数は十分である。 

 教育補助員の関係であるが、介助員の増額を要求している。年

度当初に予定していなかった介助員が必要となったということな

のだろうか。 

 学校現場からはマンパワーが欲しいという声は上がっている。

予算の範囲の中でできる限りと思っているが、年度当初に予算が

半年分のみ認められていたもの、社会保険料の不足分など、介助

員に係る全体的な増額である。 

 それでは採決に入る。議案についてご異議はないか。 

 （「異議なし」の声あり。） 

 異議なしと認め、承認する。 

 原案のとおり承認 

 

午前11時18分終了 

 

10 次回教育委員会定例会開催日 

 

    平成29年12月27日（水） 午後３時30分より 


